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編
集
後
記

豊
前
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
豊
前
市

議
会
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
容
　
議
会
に
つ
い
て

　
　
　
議
員
名
簿

　
　
　
議
会
日
程

　
　
　
議
会
だ
よ
り 

な
ど

　
今
年
の
冬
は
、
例
年
に
な
く
雪
が

多
い
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
テ
レ
ビ

で
申
年
は
雪
が
多
い
と
放
送
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
季
節
は
着
々
と
進
ん

で
い
き
、
街
中
で
春
の
訪
れ
を
確
実

に
感
じ
て
い
る
。

　
豊
前
市
も
大
き
な
波
が
来
て
い
る
。

新
し
い
会
社
が
東
部
工
業
団
地
な
ど

に
進
出
し
、
２
０
０
５
年
秋
に
は
新

北
九
州
空
港
も
出
来
る
予
定
だ
。

　
大
き
な
問
題
は
、
市
町
村
合
併
だ
。

今
ま
で
の
歴
史
と
文
化
・
人
と
の
交

流
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、す
る
の
か
、

あ
る
い
は
自
立
し
て
素
晴
ら
し
い
豊

前
市
を
目
指
す
の
か
。
ま
た
、
ど
こ
と

す
る
の
か
議
論
の
真
っ
最
中
で
あ
る
。

　
一
人
一
人
が
自
分
の
住
ん
で
い
る

市
の
事
な
の
で
真
剣
に
考
え
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｔ
・
Ｆ
）

市議会だよりは資源保護のため再生紙を使用しています。

16日（月）

17～22日

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）

3月1日（月）

2日（火）

3日（水）

本会議

休会

一般質問

一般質問

総務委員会

産業建設委員会

文教厚生委員会

総務委員会

本会議

本会議

開会、会期の決定、提案理由の説明

議案審査日

委員長報告、質疑、討論、採決

予備日

2月の議会の日程表

議会を傍聴
しましょう

市議会の様子を知る最も

よい方法です。多数の方の

傍聴をお待ちしています。

2月の定例会の一般質問は

2月23日（月）、24日（火）の

予定です。

第
５
回
定
例
会
に
お
い
て
、
本

会
議
最
終
日
に
議
員
提
案
さ
れ

た
意
見
書
３
件
が
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
意
見
書
は
、
直
ち
に
内

閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
な

ど
に
送
付
し
、
実
現
さ
れ
る
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

　
そ
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
保
育
所
運
営
費
の
一
般
財
源

化
、
幼
保
一
元
化
及
び
調
理
施

設
の
必
置
規
制
の
撤
廃
な
ど
に

反
対
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　
こ
ど
も
の
福
祉
に
責
任
を
負

う
べ
き
国
が
、
財
政
的
な
理
由

に
よ
り
、
責
任
を
地
方
へ
転
嫁

し
よ
う
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

こ
ど
も
の
幸
せ
を
抜
き
に
し
た

経
済
効
率
や
財
政
上
の
問
題
優

先
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
政
府
は
も
っ
と
現
場

の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
こ
ど
も

の
幸
せ
に
逆
行
す
る
不
毛
な
議

論
を
す
ぐ
に
や
め
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

１. 

保
育
所
運
営
費
の
一
般
財

源
化
は
、
子
供
の
保
育
、
福
祉
の

切
り
捨
て
を
招
く
も
の
で
あ
り
、

絶
対
に
反
対
す
る
。

２. 

保
育
の
専
門
的
機
能
と
役

割
を
軽
視
し
た
幼
保
一
元
化
論

は
容
認
で
き
な
い
。

３.
 

食
は
、
保
育
の
中
核
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
調
理
室
は
欠

く
こ
と
が
で
き
な
い
。

▼
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
に
反

対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て　
米
国
が
イ
ラ
ク
攻
撃
を
行
な

う
理
由
と
し
た
大
量
破
壊
兵
器

は
、
い
ま
だ
に
み
つ
か
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
国
連
決
議
な
き
武

力
行
使
は
許
さ
れ
な
い
。
日
本

は
正
当
性
を
欠
い
た
米
英
の
占

領
統
治
に
参
加
す
べ
き
で
は
な

い
。
よ
っ
て
、
イ
ラ
ク
の
復
興
に

あ
た
っ
て
、
日
本
の
果
た
す
役

割
は
、
医
療
や
食
糧
援
助
、
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
再
建
等
に
限
る
べ

き
で
あ
り
、
い
か
な
る
名
目
で

あ
れ
自
衛
隊
派
遣
の
中
止
を
要

望
す
る
。

▼
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
を
受
け
入
れ
、

透
明
で
民
主
的
な
公
務
員
制
度

改
革
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　
政
府
及
び
国
会
は
、
透
明
で

民
主
的
な
真
に
国
民
か
ら
期
待

さ
れ
信
頼
さ
れ
る
公
務
員
制
度

の
実
現
に
向
け
、
以
下
の
諸
点

に
つ
い
て
、
特
段
の
ご
尽
力
を

頂
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１. 

Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
を
真
摯
に
受

け
入
れ「
公
務
員
制
度
改
革
大
綱
」

を
抜
本
的
か
つ
全
面
的
に
見
直

し
て
、
国
際
労
働
基
準
に
沿
う

方
向
で
の
改
革
案
を
取
り
ま
と

め
る
こ
と
。

２. 

改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
関
係
当
事
者
と
の
公
正
・

透
明
な
交
渉
・
協
議
を
行
う
な
ど
、

民
主
的
で
透
明
な
手
続
き
を
尽

く
す
こ
と
。

３. 

キ
ャ
リ
ア
官
僚
制
度
を
廃

止
す
る
と
と
も
に
、
政
・
官
・
業

ゆ
着
を
助
長
さ
せ
る
「
天
下
り
」

を
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
。

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請

願
一
件
を
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

▼
「
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
国

民
の
正
し
い
理
解
を
促
進
す
る

た
め
の
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
請
願

「
意
見
書
」

三
件
を
可
決

「
請
願
」

一
件
を
可
決


